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近
代
文
学
の
中
の
仙
台

千 

葉　

幸 

一 

郎　
　
　

　
　

は
じ
め
に　

―
仙
台
と
い
う
街
―

　

仙
台
市
は
宮
城
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
十
一
番
目
の
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は

慶
長
五
年
（
西
暦
一
六
〇
一
）
伊
達
政
宗
が
青
葉
山
に
城
を
築
き
始
め
、
当
地
の
名
を
「
千
代
」
か

ら
「
仙
台
」
へ
改
め
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
以
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
仙
台
は
伊
達
六
二
万
石

の
城
下
町
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
、
ま
た
維
新
後
も
東
北
最
大
の
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

　

さ
て
、
仙
台
市
の
市
制
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
『
一
〇
〇
年
前
の
仙
台
を
歩
く
―

仙
台
地
図
さ
ん
ぽ
』
（
せ
ん
だ
い
一
二
〇
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
委
員
会
、
二
〇
〇
九
・
五
）
と
い
う
書
籍

に
、
仙
台
市
は
巻
頭
広
告
を
載
せ
て
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
る
。
自
画
自
賛
の
風
が
な
い
で
も
な
い

が
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
説
明
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
し
た
い
。

明
治
も
半
ば
の
二
二
年
、
仙
台
は
全
国
三（

マ
マ
）

八
都
市
の
一
つ
と
し
て
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
当

時
の
人
口
は
八
六
三
五
三
人
。
世
帯
数
は
一
六
八
〇
六
世
帯
。
や
が
て
軍
事
・
司
法
・
運
輸
・

通
信
な
ど
地
方
統
轄
の
た
め
の
国
の
機
関
や
、
東
北
帝
国
大
学
（
現
東
北
大
学
）
な
ど
重
要
な

教
育
機
関
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
島
崎
藤
村
が
教
鞭
を
と
り
、
魯
迅
が
学
ぶ
東
北
の
文
教
都
市

は
、
い
つ
し
か
「
学
都
仙
台
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
［
中
略
］
平
成
元
年
に
は

東
北
地
方
初
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
、
ま
た
平
成
一
一
年
に
は
人
口
一
〇
〇
万
人
を
突
破
。

新
し
い
産
業
や
文
化
を
生
み
出
し
、
数
多
く
の
魅
力
的
な
側
面
を
持
つ
街
へ
と
育
っ
て
お
り
、

美
し
い
環
境
や
活
力
を
持
続
で
き
る
二
一
世
紀
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
一
日
に
市
制
施
行
さ
れ
た
際
の
仙
台
市
の
人
口
は
、
今
の
大
和

郡
山
市
の
人
口
八
七
八
〇
二
人
に
ほ
ぼ
等
し
く
（
ち
な
み
に
言
う
と
大
和
郡
山
市
の
現
在
の
世
帯
数

は
三
七
六
三
二
戸
、
平
成
二
八
年
八
月
三
一
日
現
在
）
、
直
近
の
人
口
は
一
〇
八
四
九
八
九
人
と
い

う
こ
と
で
あ
る
（
平
成
二
八
年
九
月
一
日
現
在
。
仙
台
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
）
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
の
引
用
に
「
文
教
都
市
」
「
学
都
仙
台
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
が
、
市
制
を
敷

い
た
前
後
、
市
内
に
は
多
く
の
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。
ま
ず
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
ミ
ッ
シ
ョ

ン
系
の
学
校
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
神
学
校
（
明
治
二
四
年
九
月
に
東
北
学
院
と
改

称
）
、
宮
城
女
学
校
（
宮
城
学
院
の
前
身
）
、
東
華
学
校
（
明
治
二
五
年
廃
校
と
な
り
、
同
年
、
宮
城

県
尋
常
中
学
校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
）
の
三
校
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
仙
台
神
学
校
に
は
岩
野

美
衛
（
詩
人
・
小
説
家
、
岩
野
泡
鳴
。
淡
路
島
の
生
ま
れ
、
一
八
七
三
〜
一
九
二
〇
）
、
宮
城
女
学

校
に
は
星
良
（
文
筆
家
、
相
馬
黒
光
。
仙
台
生
ま
れ
、
一
八
七
六
〜
一
九
五
五
）
、
東
華
学
校
に
は

児
玉
伝
八
（
詩
人
、
児
玉
花
外
。
京
都
生
ま
れ
、
一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）
、
真
山
彬
（
詳
細
は
後
述
）

が
学
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
の
第
一
次
中
学
校
令
（
明
治
一
九
年
勅
令
第
一
五
号
）
公
布

に
よ
っ
て
全
国
に
五
つ
の
高
等
中
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
仙
台
に
は
翌
二
〇
年
四
月
に

第
二
高
等
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
（
略
称
、
二
高
。
明
治
二
七
年
の
高
等
学
校
令
に
よ
っ
て
第
二
高

等
学
校
へ
改
称
）
。
同
年
、
東
北
本
線
の
上
野
―
仙
台
間
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
高
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に
は
全
国
か
ら
優
秀
な
学
生
が
大
勢
集
ま
っ
て
来
た
。
こ
こ
で
は
文
学
者
に
限
定
し
て
、
同
校
に
席

を
置
い
た
主
な
人
物
を
挙
げ
て
み
る
。

●　
　

高
山
樗
牛
（
一
八
七
一
〜
一
九
〇
二
）
文
藝
評
論
家
。
山
形
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
林
次
郎
。

代
表
作
は
『
滝
口
入
道
』
（
一
八
九
四
）
。
の
ち
二
高
教
授
。

●　
　

土
井
晩
翠
（
後
述
）

●　
　

河
東
碧
梧
桐
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
七
）
・
高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
九
）
と
も
に

松
山
生
ま
れ
。
明
治
二
七
年
（
一
八
九
）
の
制
度
改
革
に
伴
い
第
三
高
等
学
校
か
ら
第
二
高

等
学
校
へ
転
入
す
る
が
、
一
年
も
経
た
ず
に
中
退
し
た
。

●　
　

大
須
賀
乙
字
（
一
八
八
一
〜
一
九
二
〇
）
俳
人
。
福
島
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
績
。

●　
　

山
口
青
邨
（
一
八
九
二
〜
一
九
八
八
）
俳
人
。
岩
手
県
の
生
ま
れ
。
本
名
は
吉
朗
。

●　
　

久
板
栄
二
郎
（
一
八
九
八
〜
一
九
七
六
）
劇
作
家
。
宮
城
県
岩
沼
町
生
ま
れ
。

●　
　

富
永
太
郎
（
一
九
〇
一
〜
一
九
二
五
）
詩
人
。
東
京
の
生
ま
れ
。

 　

本
稿
で
は
仙
台
に
生
ま
れ
育
っ
た
、
ま
た
仙
台
で
学
び
、
あ
る
い
は
教
え
た
文
学
者
た
ち
が
残

し
た
文
学
作
品
に
描
か
れ
た
仙
台
の
姿
を
検
証
す
る
。
具
体
的
に
は
、
土
井
晩
翠
（
一
八
七
一
〜

一
九
五
二
）
の
詩
「
広
瀬
川
」
（
明
治
三
一
）
、
島
崎
藤
村
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
二
）
の
詩
「
草
枕
」

（
明
治
三
〇
）
、
真
山
青
果
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
八
）
の
小
説
「
南
小
泉
村
」
（
明
治
四
〇
）
、
そ
し

て
魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）
の
小
説
「
藤
野
先
生
」
（
一
九
二
六
）
を
取
り
上
げ
る
。
生
年

を
見
れ
ば
分
か
る
通
り
、
最
年
長
の
晩
翠
か
ら
最
年
少
の
魯
迅
ま
で
年
齢
差
は
十
歳
で
あ
り
、
作
品

に
描
か
れ
て
い
る
の
は
す
べ
て
明
治
三
〇
年
代
の
仙
台
お
よ
び
そ
の
近
郊
で
あ
る
。
彼
ら
が
描
い
た

仙
台
像
を
通
し
て
、
仙
台
と
は
如
何
な
る
街
な
の
か
、
ま
た
作
家
の
性
質
・
感
性
に
よ
っ
て
文
学
は

如
何
に
形
を
変
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
考
え
て
み
た
い
。

　
　

土
井
晩
翠
の
仙
台

　

晩
翠
こ
と
土
井
林
吉
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
仙
台
の
北
鍛
冶
町
に
生
ま
れ
た
。
実
家
は
代
々

七
郎
兵
衛
を
名
乗
る
裕
福
な
質
屋
で
あ
り
、
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
は
家
業
を
継
ぐ
運
命
に
あ
っ

た
。
祖
父
の
言
に
よ
り
進
学
を
諦
め
て
家
業
の
見
習
い
に
励
む
が
、
明
治
二
一
年
、
希
望
が
叶
っ
て

第
二
高
等
中
学
校
補
充
科
二
年
に
入
学
す
る
。
五
年
後
の
明
治
二
六
年
六
月
、
二
高
の
校
友
会
誌
『
尚

志
会
雑
誌
』
が
創
刊
さ
れ
、
林
吉
青
年
は
「
晩
翠
生
」
の
号
を
用
い
て
長
詩
「
謫
居
」
を
発
表
し
た
。

詩
人
「
土
井
晩
翠
」
の
誕
生
で
あ
る
。

　

翌
二
七
年
七
月
、
晩
翠
は
二
高
を
卒
業
し
て
上
京
、
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
英
文
学
科

に
入
学
し
た
。
在
学
中
、『
帝
国
文
学
』
の
編
集
委
員
と
な
り
、
編
集
に
従
事
す
る
傍
ら
詩
を
発
表
し
た
。

明
治
三
〇
年
七
月
に
大
学
を
卒
業
し
て
大
学
院
に
進
学
す
る
と
、
翌
三
一
年
に
は
『
帝
国
文
学
』や
『
反

省
雑
誌
』
に
詩
を
数
多
く
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
久
保
忠
夫
は
「
こ
の
年
に
い
た
っ
て
晩
翠
の
詩

は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」
（
１
）

と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、こ
の
年
八
月
の
『
反
省
雑
誌
』
に
「
夕
の
声
」
の
総
題
の
も
と
で
発
表
さ
れ
た
一
篇
が
「
広

瀬
川
」
で
あ
る
。
七
五
調
六
句
を
一
聯
と
し
て
四
聯
か
ら
な
る
こ
の
詩
を
す
べ
て
引
用
し
た
い
。

都
の
塵
を
逃
れ
来
て

今
わ
が
帰
る
故
郷
の

夕
凉
し
き
広
瀬
川

野
薔
薇
の
薫
り
消
え
失
せ
て

昨
日
の
春
は
跡
も
無
き

岸
に
無
言
の
身
は
ひ
と
り
。

時
を
も
忘
れ
身
も
忘
れ

心
も
空
に
佇
ず
め
ば

風
は
凉
し
く
影
冴
え
て

雲
間
を
洩
る
ゝ
夏
の
月

一
輪
霞
む
朧
夜
の

花
の
夢
い
ま
い
づ
こ
ぞ
や
。

憂
よ
思
よ
一
春
の

過
ぎ
て
跡
な
き
夢
の
ご
と

に
が
き
涙
も
お
も
ほ
へ
ば

今
に
無
量
の
味
は
あ
り

浮
世
を
捨
て
ゝ
お
く
つ
き
の

暗
に
と
こ
し
へ
眠
ら
ん
と

願
ひ
し
そ
れ
も
幸
な
り
き
。

流
は
ゆ
る
し
水
清
し

楽
の
、
光
の
、
波
の
ま
に

す
ゞ
し
く
澄
め
る
夜
半
の
月
、

あ
ゝ
自
然
の
心
こ
ゝ
ろ
に
て

胸
に
思
の
な
か
り
せ
ば

楽
し
か
る
べ
き
人
の
世
を 

　

詩
は
文
藝
作
品
で
あ
り
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
作
品
に
登
場
す
る
〈
わ
れ
〉
を
そ
の

ま
ま
作
者
＝
土
井
晩
翠
と
短
絡
す
る
の
は
憚
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、「
広
瀬
川
」
が
「
故
郷
」

に
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
〈
わ
れ
〉
と
作
者
と
は
限
り
な
く
近
い
設
定
に
あ
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る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
広
瀬
川
は
仙
台
市
内
を
流
れ
る
清
流
で
あ
り
、
仙
台
市
民
に
と
っ
て
の
「
母

な
る
川
」
で
あ
る
。

　

さ
て
、
〈
わ
れ
〉
は
「
都
の
塵
を
逃
れ
」
て
「
故
郷
」
仙
台
へ
帰
り
、
母
な
る
「
広
瀬
川
」
の
岸

に
ひ
と
り
黙
っ
て
「
心
も
空
に
佇
」
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
故
郷
」
は
塵
（
「
砂
塵
」
で
あ
る

と
同
時
に
「
俗
世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
」
「
世
俗
の
汚
れ
」
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）
の
な
い
清

浄
な
空
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
故
郷
」
に
も
も
は
や
「
昨
日
の
春
は
跡

も
無
」
く
、
「
雲
間
を
洩
る
ゝ
夏
の
月
」
が
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
春
」
は
四
季
の
一
つ

で
あ
る
と
同
時
に
、
「
野
薔
薇
の
薫
り
」
に
満
ち
た
人
生
の
「
春
」
を
指
し
て
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
「
人
生
に
お
け
る
春
」
す
な
わ
ち
「
青
春
時
代
」
が
す
で
に
失
わ
れ
、
今
や
「
人
生
の
夏
」

す
な
わ
ち
「
壮
年
期
」
に
差
し
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

詩
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
久
保
氏
は
「
夏
休
み
の
帰
省
で
あ
ろ
う
」
（
２
）

と
す
る
が
、
前
述
の
通
り

詩
を
虚
構
と
考
え
れ
ば
必
ず
し
も
作
者
＝
晩
翠
の
帰
省
の
場
面
と
限
定
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。

　

仮
に
〈
わ
れ
〉
を
晩
翠
そ
の
人
と
し
て
み
た
と
き
、
明
治
三
一
年
に
数
え
二
八
歳
だ
っ
た
晩
翠
は

仙
台
の
広
瀬
川
に
佇
ん
で
「
人
生
の
春
」
の
終
わ
り
を
感
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
前
々
年

に
あ
た
る
明
治
二
九
年
か
ら
約
一
年
間
、
仙
台
の
地
に
て
「
人
生
の
春
」
が
確
か
に
訪
れ
る
の
を
感

じ
て
い
た
文
学
者
が
い
た
。
仙
台
神
学
校
か
ら
名
称
を
変
更
し
た
ば
か
り
の
東
北
学
院
に
勤
め
て
い

た
藤
村
こ
と
島
崎
春
樹
が
そ
の
人
で
あ
る
。

　
　
　

島
崎
藤
村
の
仙
台

　

藤
村
こ
と
島
崎
春
樹
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
筑
摩
県
馬
籠
村
（
現
在
の
岐
阜
県
中
津
川
市
馬

籠
）
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
江
戸
時
代
に
本
陣
、
庄
屋
、
問
屋
を
か
ね
た
旧
家
で
あ
っ
た
。
同
一
四

年
（
一
八
八
一
）
九
歳
で
兄
と
と
も
に
上
京
し
、
同
郷
の
吉
村
家
に
寄
宿
し
な
が
ら
日
本
橋
の
泰
明

小
学
校
に
通
う
。
同
二
〇
年
、
明
治
学
院
普
通
部
本
科
に
入
学
し
、
翌
年
木
村
熊
二
（
一
八
四
五
〜

一
九
二
七
）
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。
同
二
四
年
に
明
治
学
院
を
卒
業
し
て
翌
年
、
木
村
が
開
い
た
明
治

女
学
校
の
教
師
と
な
る
。
さ
ら
に
翌
二
六
年
一
月
、
雑
誌
『
文
学
界
』
の
創
刊
に
参
加
し
た
後
、
明

治
女
学
校
を
辞
職
し
て
放
浪
の
旅
に
出
、
明
治
二
九
年
に
仙
台
へ
赴
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

藤
村
の
仙
台
時
代
に
つ
い
て
は
、
藤
一
也
の
『
島
崎
藤
村
の
仙
台
時
代
―
『
若
菜
集
』
を
め
ぐ
っ

て
』
（
萬
葉
堂
書
店
、
昭
和
五
二
・
九
）
が
詳
し
い
。
藤
氏
の
作
成
し
た
詳
細
な
年
譜
よ
り
一
部
を
引

用
す
る
。

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
二
五
歳

九
月
四
日　

東
北
学
院
教
師
と
し
て
仙
台
に
着
任
。
駅
前
旅
館
「
針
久
」
支
店
に
投
宿
す
る
。

九
月
一
一
日
（
金
）　

第
二
学
期
始
業
式
。
藤
村
、
初
め
て
生
徒
に
紹
介
さ
れ
る
。

九
月
一
九
日
（
土
）
―
二
〇
日
（
日
）　

布
施
淡
（
池
雪
）
と
共
に
松
島
に
遊
ぶ
（
「
松
島
だ
よ

り
」
）
。
こ
の
頃
、
既
に
居
を
布
施
淡
の
家
（
池
雪
庵
）
の
一
室
に
移
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
月
（
一
〇
月
）
初
旬
、
淡
の
家
族
と
共
に
支
倉
町
一
〇
番
地
の
田
代
家
の
隠
宅
に
移
る
。

一
〇
月
二
四
日
（
土
）　

出
村
悌
三
郎
［
引
用
者
注
―
東
北
学
院
の
同
僚
］
と
散
策
し
、
賢
淵

［
同
―
広
瀬
川
の
淵
］
の
茶
屋
一
見
亭
で
秋
の
一
日
を
楽
し
む
。
［
中
略
］
帰
宅
し
て
「
ハ
ヽ
ビ

ヤ
ウ
キ
ス
グ
コ
イ
」
の
電
報
を
見
、
急
遽
夜
行
に
て
上
京
。

一
〇
月
二
五
日
（
日
）　

母
縫
子
、
コ
レ
ラ
の
た
め
東
京
本
所
の
避
病
院
に
て
死
去
。

一
〇
月
三
一
日　

母
の
遺
骨
を
持
ち
中
津
川
を
へ
て
馬
籠
に
帰
る
。

一
一
月
七
日
（
土
）　

小
諸
義
塾
の
木
村
熊
二
の
も
と
へ
。
そ
こ
に
一
泊
。

一
一
月
八
日
（
日
）　

小
諸
よ
り
仙
台
へ
向
け
て
発
つ
。

帰
仙
後
、
間
も
な
く
名
懸
町
六
二
番
地
（
現
在
の
名
掛
丁
一
二
〇
番
地
）
の
旅
宿
兼
下
宿
屋
の

三
浦
屋
に
宿
を
移
す
。

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
二
六
歳

こ
の
頃
［
引
用
者
注
―
一
月
中
旬
］
、
土
井
晩
翠
（
当
時
東
大
生
）
に
伴
わ
れ
高
山
樗
牛
に
あ
う
。

二
高
に
は
高
山
樗
牛
、
佐
々
醒
雪
な
ど
の
知
名
な
文
学
者
が
、
河
北
新
報
に
は
佐
藤
紅
緑
が
い

た
。

二
月
二
一
日
（
日
）　

詩
集
『
若
菜
集
』
出
版
を
決
意
し
、
そ
の
た
め
、
一
関
の
熊
谷
太
三
郎
［
引

用
者
注
―
か
つ
て
家
庭
教
師
と
し
て
英
語
を
教
え
た
人
物
］
よ
り
、
三
十
円
の
借
金
を
す
る
。

六
月
二
六
日
（
土
）　

在
仙
詩
人
ら
、
や
が
て
東
京
に
帰
る
藤
村
の
た
め
、
送
別
の
宴
を
「
陸

奥
の
園
」
（
南
町
通
り
）
に
て
行
う
。

七
月
一
日
（
木
）　

夜
行
に
て
離
仙
上
京
す
。
在
仙
の
文
士
数
十
名
が
こ
れ
を
仙
台
停
車
場
に

見
送
っ
た
。

　

藤
村
は
『
文
学
界
』
の
明
治
三
〇
年
二
月
号
に
「
草
枕
」
を
発
表
し
た
。
七
五
調
四
句
を
一
聯
と

し
て
三
十
聯
か
ら
成
る
長
詩
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
草
枕
」
と
は
旅
な
ど
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
り
、
ま
た
旅
な
ど
に
か
か
る
枕
詞
で
も
あ
る
。
藤
村
は
「
草
枕
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
だ
っ
た

よ
う
で
、
本
詩
の
ほ
か
に
も
同
名
の
詩
を
発
表
し
て
い
る
（
『
文
学
界
』
明
治
二
七
年
一
月
号
と
『
新

小
説
』
明
治
三
三
年
三
月
号
）
。
ま
た
、
「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
」
（
原
題
「
旅
情
」
、
初
出
『
明

星
』
明
治
三
三
・
四
）
の
最
終
句
「
草
枕
し
ば
し
慰
む
」
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

　

作
品
の
評
価
は
毀
誉
褒
貶
相
半
ば
し
て
い
る
が
、
と
に
か
く
『
若
菜
集
』
お
よ
び
藤
村
の
代
表
作

と
い
う
の
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
作
品
の
冒
頭
「
わ
れ
は
千
鳥
に
あ
ら
ね
ど
も
／
心
の
羽
を
う
ち
ふ
り
て
／
さ
び
し
き
か
た

に
飛
べ
る
か
な
」
と
、
自
分
は
千
鳥
で
は
な
い
が
、
千
鳥
の
よ
う
に
「
さ
び
し
き
か
た
に
飛
」
ん
だ

と
言
う
。
晩
翠
の
場
合
と
同
様
、〈
わ
れ
〉
即
作
者
・
藤
村
と
考
え
る
の
は
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
場
合
も
〈
わ
れ
〉
と
作
者
と
の
距
離
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
れ
ば
落
葉
と
身
を
な
し
て
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風
に
吹
か
れ
て
飄
り

朝
の
黄
雲
に
と
も
な
は
れ

夜
白
河
を
越
え
て
け
り

道
な
き
今
の
身
な
れ
ば
か

わ
れ
は
道
な
き
野
を
慕
ひ

思
ひ
乱
れ
て
み
ち
の
く
の

宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
き
ぬ

心
の
宿
の
宮
城
野
よ

乱
れ
て
熱
き
吾
身
に
は

日
影
も
薄
く
草
枯
れ
て

荒
れ
た
る
野
こ
そ
う
れ
し
け
れ

ひ
と
り
さ
み
し
き
吾
耳
は

吹
く
北
風
を
琴
と
聴
き

悲
み
深
き
吾
目
に
は

色
彩
な
き
石
も
花
と
見
き

あ
ゝ
孤
独
の
悲
痛
を

味
ひ
知
れ
る
人
な
ら
で

誰
に
か
た
ら
ん
冬
の
日
の

か
く
も
わ
び
し
き
野
の
け
し
き

都
の
か
た
を
な
が
む
れ
ば

空
冬
雲
に
覆
は
れ
て

身
に
ふ
り
か
ゝ
る
玉
霰

袖
の
氷
と
閉
ぢ
あ
へ
り
（
第
八
〜
一
三
聯
）

　

「
さ
び
し
き
か
た
」
と
は
「
み
ち
の
く
」
東
北
方
面
で
あ
り
、〈
わ
れ
〉
は
「
白
河
を
越
え
て
」
「
み

ち
の
く
の
宮
城
野
に
ま
で
迷
ひ
き
」
た
の
で
あ
っ
た
。
宮
城
野
は
「
心
の
宿
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
ひ
と
り
さ
み
し
」
く
「
孤
独
の
悲
痛
」
を
感
じ
て
い
る
〈
わ
れ
〉
は
、

東
京
が
恋
し
く
て
「
都
の
か
た
を
な
が
」
め
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
仙
台
で
作
っ
た
詩
稿
を
毎
月

の
よ
う
に
『
文
学
界
』
へ
送
っ
て
い
た
藤
村
の
目
は
、
や
は
り
東
京
を
向
い
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
心
の
宿
の
宮
城
野
」
と
い
う
章
句
は
改
訂
版
『
藤
村
詩
集
』
（
春
陽
堂
、
大
正
元
・

一
二
）
の
「
改
訂
詩
集
の
序
」
や
、
そ
れ
を
改
訂
し
た
『
藤
村
詩
抄
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
・
七
）

の
序
「
抄
本
を
出
す
に
つ
き
て
」
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
藤
村
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
触
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
前
者
の
一
部
を
確
認
し
て
お
く
。

明
治
二
十
九
年
の
秋
、
私
は
仙
台
へ
行
つ
た
。
あ
の
東
北
の
古
い
静
か
な
都
会
で
私
は
一
年
ば

か
り
を
送
つ
た
。
私
の
生
涯
は
そ
こ
へ
行
つ
て
初
め
て
夜
が
明
け
た
や
う
な
気
が
し
た
。
私
は

仙
台
の
客
舎
で
書
い
た
詩
稿
を
毎
月
東
京
へ
送
つ
て
、
そ
の
以
前
か
ら
友
人
同
志
で
出
し
て
居

た
雑
誌
『
文
学
界
』
に
載
せ
た
。
そ
れ
を
集
め
て
公
に
し
た
の
が
私
の
第
一
の
集
だ
。

　

そ
し
て
前
述
の
第
一
〇
・
一
一
聯
が
引
用
さ
れ
て
「
私
が
一
生
の
曙
は
斯
様
な
風
に
し
て
開
け
て

来
た
」
と
す
る
。
同
様
の
趣
旨
の
文
は
散
見
さ
れ
、
例
え
ば
昭
和
一
一
年
刊
行
の
『
早
春
』
（
昭
和

一
一
）
で
は
、
「
東
北
の
方
へ
出
掛
け
て
行
つ
て
、
漸
く
わ
た
し
は
一
切
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
出
来

る
古
い
仙
台
の
都
会
に
身
を
置
き
得
た
や
う
な
心
地
が
し
た
。
こ
の
早
春
の
記
念
の
中
に
も
あ
る
や

う
に
、
ま
だ
年
若
な
わ
た
し
の
胸
に
よ
く
浮
か
ん
で
来
た
も
の
は
、
『
詩
歌
は
静
か
な
る
と
こ
ろ
に

て
想
ひ
起
し
た
る
感
動
な
り
』
の
言
葉
で
あ
つ
た
。
黙
し
が
ち
な
わ
た
し
の
唇
は
ほ
ど
け
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
詩
が
わ
た
し
の
胸
か
ら
迸
る
や
う
に
流
れ
て
来
た
」
と
も
書
い
て
い
る
。
藤
村

に
と
っ
て
の
仙
台
は
、
な
に
よ
り
「
古
い
静
か
な
都
会
」
「
静
か
な
る
と
こ
ろ
」
で
あ
っ
た
。

　
　

藤
村
と
晩
翠
の
そ
の
後

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
旅
」
を
意
味
す
る
語
を
題
と
し
、
ま
た
そ
の
中
で
宮
城
野
を
「
心
の
宿
」

と
歌
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
藤
村
は
「
草
枕
」
を
書
い
た
時
点
、
す
な
わ
ち
遅
く
と
も
明

治
三
〇
年
の
二
月
以
前
に
は
、
仙
台
を
後
に
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
こ
の
赴
任
を
あ
く
ま
で
「
宮

城
野
行
き
」
と
い
う
「
旅
」
に
し
て
し
ま
う
こ
と
、
を
考
え
て
い
た
と
見
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

付
け
加
え
て
言
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
「
改
訂
詩
集
の
序
」
に
お
い
て
も
、
下
宿
三
浦
屋
の
こ
と
を
「
客

舎
」
す
な
わ
ち
「
旅
館
」
と
述
べ
て
お
り
、
藤
村
が
自
身
を
能
因
―
西
行
―
芭
蕉
に
連
な
る
漂
泊
者

の
系
譜
に
置
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
観
念
以
上
に
現
実
的
に
み
ち
の
く
行
き
を
一
過
性

の
旅
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
帰
京
し
た
藤
村
は

二
年
後
の
明
治
三
二
年
、
木
村
熊
二
が
創
設
し
た
小
諸
義
塾
の
教
師
と
し
て
信
州
へ
向
か
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

藤
村
が
仙
台
を
離
れ
た
明
治
三
〇
年
、
晩
翠
は
東
京
帝
大
を
卒
業
し
、
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
。

藤
村
が
「
故
郷
」
馬
籠
に
比
較
的
近
い
信
州
小
諸
に
赴
任
し
た
次
の
年
、
明
治
三
三
年
の
二
月
に
晩

翠
は
母
校
・
第
二
高
等
学
校
の
教
授
と
し
て
「
故
郷
」
仙
台
に
戻
る
。
彼
は
翌
年
六
月
か
ら
三
七
年

一
一
月
に
か
け
て
三
年
半
に
亘
っ
て
西
欧
へ
私
費
留
学
を
す
る
が
、
そ
の
後
仙
台
に
戻
っ
て
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
の
定
年
ま
で
二
高
に
勤
続
し
た
。
彼
に
と
っ
て
「
故
郷
」
仙
台
は
住
み
心
地
の
良

い
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

藤
村
は
明
治
三
八
年
、
小
諸
義
塾
を
辞
職
し
て
上
京
す
る
。
そ
し
て
、
詩
か
ら
小
説
の
創
作
に
転
じ
、
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貧
困
生
活
の
中
、
問
題
作
『
破
戒
』
（
明
治
三
九
）
を
自
費
出
版
す
る
。
同
作
は
、
翌
年
発
表
さ
れ

た
田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
と
と
も
に
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
自
然
主
義
文
学
の
嚆
矢
と
見
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
、『
春
』『
家
』『
新
生
』『
夜
明
け
前
』
と
い
っ

た
長
篇
小
説
を
残
し
、
近
代
文
学
史
の
中
で
も
重
き
を
置
く
小
説
家
と
な
っ
て
行
っ
た
。

　

一
方
、
晩
翠
も
詩
作
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
彼
は
文
芸
の
創
作
自
体
か
ら
離
れ
、
英
語
教
師
・

英
文
学
者
と
し
て
残
り
の
人
生
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
、
Ｋ
・

Ｓ
鋼
の
発
見
者
で
あ
る
本
多
光
太
郎
、
赤
痢
菌
の
発
見
者
で
あ
る
志
賀
潔
と
と
も
に
、
初
の
「
仙
台

市
名
誉
市
民
」
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
。
翌
二
五
年
に
は
、
詩
人
と
し
て
は
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章

し
、
さ
ら
に
翌
年
制
定
さ
れ
た
文
化
功
労
者
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
藤
村
は
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
一
六
日
、
四
〇
年
ぶ
り
に
仙
台
を
訪
れ
て

い
る
。
翌
一
七
日
に
は
午
前
中
、
前
年
一
一
月
に
八
木
山
桜
が
岡
の
地
（
現
在
、
八
木
山
動
物
公
園

が
あ
る
と
こ
ろ
）
に
建
立
さ
れ
た
詩
碑
（
藤
村
の
手
に
よ
る
「
草
枕
」
の
第
一
〇
・
一
一
聯
が
刻
ま

れ
た
も
の
）
を
見
、
夜
は
「
春
日
」
に
て
開
か
れ
た
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し
て
晩
翠
と
旧
交
を
温
め

て
い
る
。
藤
村
は
六
年
後
の
昭
和
一
八
年
八
月
に
満
七
一
歳
で
亡
く
な
り
、
こ
の
時
が
最
後
の
仙
台

訪
問
、
そ
し
て
管
見
の
限
り
で
は
最
後
の
晩
翠
と
の
邂
逅
と
な
っ
た
。

　

藤
村
の
死
か
ら
九
年
後
の
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
八
月
、
晩
翠
の
「
荒
城
の
月
」
詩
碑
が
仙

台
城
址
に
建
立
さ
れ
た
。
晩
翠
は
こ
の
二
ヶ
月
後
、
満
八
〇
歳
で
永
眠
す
る
。

　

な
お
、
藤
村
の
詩
碑
は
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
に
八
木
山
か
ら
青
葉
城
址
の
晩
翠
の
詩
碑
の

近
く
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
九
月
に
仙
台
駅
東
口
の
名
掛
丁
「
藤
村

広
場
」
（
藤
村
が
下
宿
し
た
三
浦
屋
の
跡
地
）
に
移
さ
れ
た
。
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
平
成
に
か
け
て

の
四
十
年
間
で
は
あ
っ
た
が
、
明
治
三
〇
年
代
初
頭
に
藤
晩
と
並
び
称
さ
れ
一
世
を
風
靡
し
た
仙
台

に
ゆ
か
り
の
あ
る
両
者
の
詩
碑
が
、
仙
台
の
街
を
見
下
ろ
し
て
立
っ
て
い
る
の
に
は
感
慨
深
い
も
の

が
あ
る
。「
杜
の
都
、仙
台
は
日
本
の
新
詩
体
・ 

近
代
詩
発
祥
の
地
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
」（
３
）

と
言
う
小
松
健
一
の
言
葉
に
も
、
諾
う
も
の
が
あ
る
。

　
　

真
山
青
果
の
仙
台

　

藤
村
が
仙
台
を
離
れ
て
上
京
し
、
晩
翠
が
東
京
帝
大
の
大
学
院
に
進
学
し
た
明
治
三
〇
年
、
一
八

歳
の
真
山
彬
青
年
は
東
京
か
ら
仙
台
に
戻
り
、
第
二
高
等
学
校
医
学
部
に
入
学
し
た
。

　

彼
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
、
仙
台
の
裏
五
番
丁
三
番
地
に
生
ま
れ
た
。
父
は
小
学
校
の
校

長
を
務
め
た
教
育
者
で
あ
る
。
明
治
二
四
年
、
前
述
し
た
東
華
学
校
に
入
学
す
る
が
、
翌
年
学
校
が

宮
城
県
尋
常
中
学
校
へ
発
展
的
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
同
校
の
一
年
生
と
な
る
。
後
に
「
民
本
主

義
」
を
提
唱
す
る
政
治
学
者
・
吉
野
作
造
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
三
。
現
、
大
崎
市
古
川
出
身
）
や
、

横
光
利
一
ら
大
正
末
の
新
し
い
文
学
潮
流
を
「
新
感
覚
派
」
と
名
付
け
た
文
藝
評
論
家
・
千
葉
亀
雄

（
一
八
七
八
〜
一
九
三
五
。
酒
田
市
生
ま
れ
、
美
里
町
小
牛
田
出
身
）
ら
が
同
級
生
だ
っ
た
が
、
落

第
を
機
に
退
学
し
て
東
京
の
日
本
中
学
に
編
入
し
た
。
仙
台
に
戻
っ
て
第
二
高
等
学
校
医
学
部
（
東

北
大
学
医
学
部
の
前
身
の
一
つ
）
に
入
学
し
た
も
の
の
長
続
き
せ
ず
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）

退
学
す
る
。
そ
の
後
、
郡
立
病
院
の
薬
局
生
や
開
業
医
の
代
診
な
ど
職
を
転
々
と
し
た
。
明
治
三
六

年
（
一
九
〇
三
）
再
上
京
し
、
佐
藤
紅
緑
の
家
に
寄
寓
し
た
。
の
ち
新
潮
社
の
記
者
と
な
り
小
栗
風

葉
の
知
遇
を
得
る
。
藤
村
が
『
破
戒
』
を
発
表
し
た
翌
年
の
明
治
四
〇
年
、
「
真
山
青
果
」
の
名
で

発
表
し
た
「
南
小
泉
村
」
（
『
新
潮
』
明
四
〇
・
五
）
が
自
然
主
義
全
盛
の
文
壇
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

小
説
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

「
南
小
泉
村
」
と
い
う
村
は
実
在
し
な
い
が
、
彼
は
再
び
上
京
す
る
前
、
仙
台
に
隣
接
す
る
「
七

郷
村
南
小
泉
」
で
医
師
の
代
診
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
時
の
経
験
が
「
南
小
泉
村
」
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

仙
台
の
西
北
の
隅
か
ら
入
つ
て
、
愛
宕
山
の
裾
を
南
へ
東
へ
と
流
れ
る
の
が
広
瀬
川
、
埋
木

と
鮎
で
名
高
い
川
で
あ
る
。
そ
の
川
下
の
誓
願
寺
の
渡
場
か
ら
堰
分
れ
て
、
南
方
の
町
々
を
通

つ
て
東
を
指
す
枝
川
を
六
郷
川
と
云
ふ
、
南
小
泉
は
そ
の
又
枝
分
れ
の
小
溝
に
沿
う
た
小
村
で
、

そ
の
近
傍
の
小
字
を
併
せ
て
、
今
で
は
六
郷
村
に
組
入
つ
て
居
る
。
戸
数
は
や
つ
と
二
百
戸
許
、

細
長
い
家
続
き
、
土
地
が
湿
る
所
為
か
無
花
果
が
好
く
そ
だ
つ
所
で
あ
る
。
［
中
略
］
米
は
水

車
屋
か
ら
買
つ
て
喰
べ
る
―
―
、
田
舎
は
田
舎
で
も
此
辺
は
大
抵
一
升
買
を
し
て
居
る
。
そ
の

他
の
買
物
や
何
か
は
皆
仙
台
の
河
原
町
を
調
法
し
て
居
る
。
こ
の
辺
で
は
か
ア
ら
町

0

0

0

0

と
言
慣
し

て
、
鉄
道
線
路
を
踏
切
つ
て
行
く
と
、
十
二
三
町
と
も
無
い
位
で
あ
る
。
小
学
校
の
生
徒
は
半

分
は
仙
台
に
、
半
分
は
吹
曝
の
田
圃
を
東
路
に
一
里
ば
か
り
、
荒
井
と
云
ふ
小
村
に
行
く
、
そ

こ
に
六
郷
村
の
役
場
も
駐
在
所
も
あ
る
。
／
大
き
な
町
に
は
、
き
つ
と
、
そ
こ
か
ら
吐
出
す
芥

川
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
町
の
老
廃
物
を
排
泄
す
る
の
だ
。
そ
し
て
、
最
寄
の
小
村
は
、
大
抵
、

そ
の
小
川
に
沿
う
て
部
落
す
る
。
南
小
泉
村
も
や
が
て
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
百
姓
と
し
て
独
立

の
百
姓
で
は
無
く
、
多
く
は
都
会
の
下
澱
に
な
つ
て
生
活
を
立
て
ゝ
居
る
。
鄙
し
い
の
は
素
よ

り
そ
の
筈
だ
。
丁
度
其
の
居
ま
は
り
の
田
畠
が
、
町
か
ら
流
れ
出
る
、
湯
の
垢
、
染
屋
の
紺
汁
、

洗
水
、
灰
汁
、
塵
埃
に
灌
漑
さ
れ
る
や
う
な
も
の
だ
。
［
中
略
］
（
傍
点
マ
マ
）

　

や
は
り
〈
僕
〉
を
単
純
に
作
者
・
青
果
と
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
際
に

南
小
泉
地
区
で
代
診
を
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
〈
僕
〉
と
作
者
を
ほ
ぼ
同
一
視

し
て
も
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

　

さ
て
、
南
小
泉
は
広
瀬
川
の
支
流
・
六
郷
川
か
ら
「
又
枝
分
れ
の
小
溝
に
沿
う
た
小
村
」
で
あ
る
。

〈
僕
〉
は
広
瀬
川
を
「
埋
木
と
鮎
で
名
高
い
川
で
あ
る
」
と
言
う
（
実
を
言
え
ば
、
埋
木
で
名
高
い

の
は
広
瀬
川
の
本
流
で
あ
る
名
取
川
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
そ
の
是
非
は
問
う
ま
い
）
。
そ
の
一
方
で
、

広
瀬
川
が
「
町
の
老
廃
物
を
排
泄
」
し
た
「
芥
川
」
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
「
老
廃
物
を

排
泄
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
い
か
に
も
医
学
を
学
ん
だ
人
物
に
ふ
さ
わ
し
い
。
広
瀬
川
は
先
に
見

た
よ
う
に
、
晩
翠
が
そ
の
岸
辺
に
佇
ん
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
詩
情
を
か
き
立
て
た
場
所
で
あ
る
。

浪
漫
主
義
詩
人
の
眼
に
は
美
し
く
映
っ
た
広
瀬
川
も
、
医
学
を
学
ん
だ
自
然
主
義
作
家
の
眼
に
は
「
町

39　　近代文学の中の仙台
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の
老
廃
物
」
を
流
す
「
芥
川
」
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　

「
南
小
泉
村
」で
は
仙
台
の
街
は
中
心
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
晩
翠
や
藤
村
が
「
広
瀬
川
」

「
宮
城
野
」
な
ど
の
歌
枕
的
景
物
を
通
し
て
詩
情
豊
か
に
美
し
く
謳
い
揚
げ
た
仙
台
が
、
現
実
的
に

は
隣
村
へ
「
老
廃
物
を
排
泄
す
る
」
街
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
赤
裸
々
に
剔
抉
し
て
い
る
。
た
と

え
興
味
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
医
学
を
学
び
、
解
剖
学
的
な
視
点
を
手
に
入
れ
た
〈
僕
〉
だ
か
ら
こ

そ
、
都
会
の
暗
部
が
明
瞭
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
榎
本
隆
司
の
編
に
よ
る
年
譜
（
４
）

に
よ
れ
ば
、
彼
が
仙
台
に
戻
っ
た
こ
と
は
そ
の
後
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
後
年
、
雑
誌
『
宮
城
県
人
』
に
「
仙
台
方
言
考
」
（
大
正
一
四
）
と
い
う

研
究
書
や
、
「
林
子
平
の
父
」
（
同
年
）
「
原
田
甲
斐
の
最
期
」
（
昭
和
六
年
）
と
い
っ
た
仙
台
に
関
わ

る
創
作
も
残
し
て
お
り
、
「
故
郷
」
仙
台
と
の
関
係
は
切
れ
な
か
っ
た
。

　

青
果
は
昭
和
二
三
年
三
月
に
静
岡
県
沼
津
市
の
自
宅
で
脳
溢
血
に
よ
り
急
逝
す
る
。
享
年
、
七
一

歳
だ
っ
た
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
、
南
小
泉
に
近
い
仙
台
の
養
種
園
（
伊
達
家
の
農
園
）
に

彼
を
顕
彰
す
る
文
学
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
碑
に
は
「
羽
虫
は
何
故
か
は
知
ら
ん
だ
ろ
う　

そ
れ
で
も

飛
ば
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
の
だ
よ
」
と
い
う
戯
曲
「
頼
山
陽
」
の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
同
地

は
現
在
、
若
林
区
役
所
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

魯
迅
の
仙
台

　

青
果
こ
と
真
山
彬
が
第
二
高
等
学
校
医
学
部
を
中
退
し
て
南
小
泉
で
代
診
を
行
っ
て
い
た
頃
、
周

樹
人
青
年
は
南
京
で
学
業
に
励
ん
で
い
た
。
浙
江
省
紹
興
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼
は
、
一
九
〇
二
年
（
明

治
三
五
）
三
月
に
南
京
の
江
南
陸
師
学
堂
附
設
砿
務
鉄
路
学
堂
を
卒
業
す
る
と
、
南
洋
官
費
留
学
生

と
し
て
来
日
し
、
東
京
で
留
学
生
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
弘
文
学
院
に
学
ん
だ
。
医
学
を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
周
青
年
は
、
明
治
三
七
年
九
月
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
入
学
す
る
。
同
校
は
、
真
山
彬

青
年
が
中
退
し
た
第
二
高
等
学
校
の
医
学
部
が
分
離
独
立
し
た
も
の
だ
っ
た
。
周
青
年
が
仙
台
の
学

校
を
選
ん
だ
理
由
は
、
留
学
生
が
誰
も
い
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
は
後
年
発
表
さ
れ

た
「
藤
野
先
生
」
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
仙
台
の
医
学
専
門
学
校
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
東
京
を
出
発
し
て
、
間
も
な

く
、
あ
る
駅
に
着
い
た
。
「
日
暮
里
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
、
私
は
い
ま
だ
に
そ
の
名

を
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
次
は
「
水
戸
」
を
お
ぼ
え
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
れ
は
明
の
遺
民
、
朱

舜
水
先
生
が
客
死
さ
れ
た
地
だ
。
仙
台
は
市
で
は
あ
る
が
、
大
き
く
な
い
。
冬
は
ひ
ど
く
寒
か
っ

た
。
中
国
の
学
生
は
、
ま
だ
い
な
か
っ
た
。

　

お
そ
ら
く
物
は
稀
な
る
を
も
っ
て
貴
し
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
京
の
白
菜
が
浙
江
へ
運

ば
れ
る
と
、
先
の
赤
い
ヒ
モ
で
根
元
を
ゆ
わ
え
ら
れ
、
果
物
屋
の
店
頭
に
さ
か
さ
に
吊
さ
れ
、

そ
の
名
も
「
山
東
菜
」
と
尊
ん
で
呼
ば
れ
る
。
福
建
に
野
生
す
る
蘆
薈
が
北
京
へ
行
く
と
、
温

室
へ
招
じ
入
れ
ら
れ
て
「
龍
舌
蘭
」
と
美
称
さ
れ
る
。
私
も
、
仙
台
へ
来
て
か
ら
、
ち
よ
う
ど

こ
の
よ
う
な
優
待
を
受
け
た
。
学
校
が
授
業
料
を
免
除
し
て
く
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
二
、
三

の
職
員
は
、
私
の
た
め
に
食
事
や
住
居
の
世
話
ま
で
し
て
く
れ
た
。
最
初
、
私
は
監
獄
の
そ
ば

の
宿
屋
に
泊
つ
て
い
た
。
初
冬
の
こ
ろ
で
、
も
う
か
な
り
寒
い
と
い
う
の
に
、
ま
だ
蚊
が
た
く

さ
ん
い
た
。
し
ま
い
に
は
全
身
に
フ
ト
ン
を
引
つ
か
ぶ
り
、
頭
と
顔
は
着
物
で
く
る
み
、
息
を

す
る
た
め
に
鼻
の
穴
だ
け
を
出
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
絶
え
ず
息
が
出
て
い
る
場
所
へ

は
、
蚊
も
食
い
つ
き
よ
う
が
な
い
の 

で
、
や
つ
と
ゆ
つ
く
り
眠
れ
た
。
食
事
も
悪
く
な
か
つ
た
。

だ
が
、
あ
る
先
生
は
、
こ
の
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
請
負
つ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
下
宿
し
て

い
る
の
は
適
当
で
な
い
と
い
つ
て
、
し
き
り
に
勧
告
し
た
。
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
兼
業
す
る

の
は
私
に
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
つ
た
が
、
好
意
も
だ
し
が
た
く
、
ほ
か
に
適
当
な
下
宿
を

探
す
よ
り
仕
方
な
か
つ
た
。
か
く
て
別
の
家
に
引
越
し
た
。
監
獄
か
ら
は
遠
く
な
つ
た
が
、
お

蔭
で
喉
へ
通
ら
ぬ
芋
が
ら
の
汁
を
毎
日
吸
わ
せ
ら
れ
た
。

　

あ
く
ま
で
平
成
現
在
の
話
で
は
あ
る
が
、
最
も
寒
い
一
月
で
も
紹
興
の
平
均
気
温
は
四
・
五
度
、

南
京
の
そ
れ
は
二
・
四
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
東
京
は
五
・
二
度
、
仙
台
は
一
・
六
度
で
あ
り
、〈
私
〉

の
「
冬
は
ひ
ど
く
寒
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
は
正
直
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
仙
台
の
冬
は
寒

い
。
〈
私
〉
に
と
っ
て
仙
台
と
い
う
町
は
何
よ
り
「
寒
い
町
」
で
あ
っ
た
。

　

明
治
三
七
年
九
月
、
周
青
年
は
下
宿
「
佐
藤
屋
」
に
入
っ
た
。
し
か
し
「
あ
る
先
生
」
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
よ
っ
て
一
一
月
ご
ろ
「
宮
川
宅
」
に
居
を
移
し
て
い
る
。
「
宿
屋
が
囚
人
の
賄
い
を
兼
業
す

る
の
は
私
に
関
係
の
な
い
こ
と
だ
」
と
考
え
る
〈
私
〉
は
理
性
的
、
合
理
的
な
人
間
で
あ
る
。

　

仙
台
医
専
で
学
業
に
励
ん
で
い
た
〈
私
〉
は
、
徐
々
に
医
学
を
学
ぶ
こ
と
に
意
味
を
見
い
だ
せ
な

く
な
り
、
や
が
て
所
謂
「
幻
灯
事
件
」
に
よ
っ
て
医
学
を
放
棄
す
る
こ
と
に
決
め
る
。
小
説
「
藤
野

先
生
」
で
は
そ
の
場
面
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
つ
づ
い
て
中
国
人
の
銃
殺
を
参
観
す
る
運
命
に
め
ぐ
り
あ
つ
た
。
第
二
学
年
で
は
、
細

菌
学
の
授
業
が
加
わ
り
、
細
菌
の
形
態
は
、
す
べ
て
幻
燈
で
見
せ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
一

段
落
す
ん
で
、
ま
だ
放
課
の
時
間
に
な
ら
ぬ
と
き
は
、
時
事
の
画
片
を
映
し
て
み
せ
た
。む
ろ
ん
、

日
本
が
ロ
シ
ア
と
戦
つ
て
勝
つ
て
い
る
場
面
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、 

ひ
よ
つ
こ
り
、

中
国
人
が
そ
の
な
か
に
ま
じ
つ
て
現
わ
れ
た
。
ロ
シ
ア
軍
の
ス
パ
イ
を
働
い
た
か
ど
で
、
日
本

軍
に
捕
え
ら
れ
て
銃
殺
さ
れ
る
場
面
で
あ
つ
た
。
取
囲
ん
で
見
物
し
て
い
る
群
集
も
中
国
人
で

あ
り
、
教
室
の
な
か
に
は
、
ま
だ
ひ
と
り
、
私
も
い
た
。
／
「
萬
歳
！
」
彼
ら
は
、
み
な
手
を

拍
つ
て
歓
声
を
あ
げ
た
。
／
こ
の
歓
声
は
、
い
つ
も
一
枚
映
す
た
び
に
あ
が
つ
た
も
の
だ
つ
た

が
、
私
に
と
つ
て
は
、
こ
の
と
き
の
歓
声
は
、
特
別
に
耳
を
刺
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
へ
帰
つ

て
か
ら
も
、
犯
人
の
銃
殺 

を
の
ん
き
に
見
物
し
て
い
る
人
々
を
見
た
が
、
彼
ら
は
き
ま
つ
て
、

酒
に
酔
つ
た
よ
う
に
喝
采
す
る
─
─
あ
あ
、
も
は
や
言
う
べ
き
言
葉
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
と

き
、
こ
の
場
所
に
お
い
て
、
私
の
考
え
は
変
つ
た
の
だ
。
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病
気
の
患
者
を
治
癒
す
る
こ
と
よ
り
も
、
同
胞
が
銃
殺
さ
れ
る
の
を
笑
っ
て
眺
め
て
い
る
よ
う
な

中
国
人
の
精
神
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
〈
私
〉
は
医
学
を
捨
て
、

や
が
て
作
家
「
魯
迅
」
と
し
て
文
学
の
道
を
歩
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
劇
的
な
場
面
は
、
第

一
小
説
集
『
吶
喊
』
（
一
九
二
三
）
の
「
自
序
」
以
来
、
魯
迅
が
繰
り
返
し
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

真
実
か
否
か
は
評
価
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
仙
台
が
世
界
的
な
文
豪
「
魯
迅
」
誕

生
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
町
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
現
在
、
仙
台
市
博
物
館
敷
地
内
に

「
魯
迅
の
碑
」
（
一
九
六
〇
年
設
置
）
と
「
魯
迅
像
」
（
二
〇
〇
一
年
設
置
）
、
ま
た
東
北
大
学
の
片
平

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
「
魯
迅
先
生
像
」
（
一
九
九
二
年
設
置
）
が
あ
る
。

　
　

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
仙
台
に
生
ま
れ
仙
台
で
亡
く
な
っ
た
土
井
晩
翠
、
仙
台
で
教
師
と
し

て
約
一
年
を
過
ご
し
た
島
崎
藤
村
、
仙
台
に
生
ま
れ
て
仙
台
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
故
郷
に
は
戻
ら

な
か
っ
た
真
山
青
果
、
そ
し
て
仙
台
で
約
一
年
半
学
ん
で
中
国
へ
戻
っ
た
魯
迅
の
四
人
の
文
学
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
残
し
た
作
品
の
中
で
「
仙
台
」
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
来
た
の
か
検
証
し
た
。
詩
人
の
晩

翠
と
藤
村
は
歌
枕
的
発
想
で
浪
漫
的
に
仙
台
を
美
し
く
描
い
た
が
、
青
果
は
自
然
主
義
的
な
視
点
で

仙
台
の
暗
部
を
描
き
出
し
た
。
そ
し
て
文
豪
「
魯
迅
」
は
仙
台
で
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、仙
台
に
は
伊
集
院
静（
一
九
五
〇
〜
）、熊
谷
達
也（
一
九
五
八
〜
）、佐
伯
一
麦（
一
九
五
九
〜
）、

伊
坂
幸
太
郎
（
一
九
七
一
〜
）
ら
の
作
家
が
住
ん
で
、
執
筆
活
動
に
励
ん
で
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
作

品
の
中
で
彼
ら
の
「
仙
台
」
像
を
描
い
て
い
る
が
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

　

注

（
１
）　

久
保
忠
夫
編
「
年
譜
」
（
日
本
近
代
文
学
大
系
一
八
『
土
井
晩
翠
・
薄
田
泣
菫
・
蒲
原
有
明
集
』

昭
和
四
七
、
角
川
書
店
）

（
２
）　

久
保
忠
夫
「
注
」
。
注
（
１
）
に
同
じ
。

（
３
）　

小
松
健
一
『
カ
メ
ラ
紀
行　

文
学
の
風
景
を
ゆ
く
』
（
P
H
P
エ
ル
新
書
、
二
〇
一
〇
）

（
４
）　

榎
本
隆
司
編
「
年
譜
」
（
明
治
文
学
全
集
七
〇
『
眞
山
青
果
・
近
松
秋
江
集
』
昭
和
四
八
、

筑
摩
書
房
）

　

主
な
参
考
文
献
（
本
文
に
挙
げ
た
以
外
の
も
の
）

工
藤
英
寿
責
任
編
集
『
ふ
る
さ
と
文
学
館　

第
五
巻
【
宮
城
】
』
（
一
九
九
四
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）

金
沢
規
雄
『
近
代
文
学
と
仙
台
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
一
九
六
五
、
日
曜
随
筆
社
）

同
『
二
本
の
シ
ラ
カ
シ
の
木　

近
代
文
学
と
仙
台
』
（
一
九
九
二
、
里
文
出
版
）

金
沢
規
雄
・
横
井
博
・
浅
野
晃
編
『
奥
の
細
道
と
み
ち
の
く
文
学
の
旅
』
（
一
九
八
九
、
里
文
出
版
）

藤
一
也
『
島
崎
藤
村
「
若
菜
集
」
の
世
界
』
（
一
九
八
一
、
万
葉
堂
出
版
）

仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
を
調
べ
る
会
編
『
仙
台
に
お
け
る
魯
迅
の
記
録
』（
一
九
七
八
、
平
凡
社
）

阿
部
兼
也
『
魯
迅
の
仙
台
時
代　

魯
迅
の
日
本
留
学
の
研
究
』
（
一
九
九
九
、
東
北
大
学
出
版
会
）

付
記　

そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
は
、す
べ
て
工
藤
英
寿
責
任
編
集
『
ふ
る
さ
と
文
学
館　

第
五
巻
【
宮
城
】
』

（
一
九
九
四
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
に
拠
っ
た
。

　

な
お
小
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
度
奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
公
開
講
座
「
日
本
文
学
講
座
Ⅸ
」
第
３
回
「
近

代
文
学
と
仙
台
」
に
お
け
る
講
演
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
・
訂
正
を
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
教
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
拙
い
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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